
―
―
セ
ン
タ
ー
の
沿
革
と
診
療
の
特
長
か
ら
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
嚆
矢
は
、
が
ん
を
中
心
に
高

血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
へ
の
高

度
な
医
療
を
提
供
し
て
き
た
１
９
６
３
年
開
設

の
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
で
す
。同
セ
ン
タ
ー
は
、

86
年
に
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
改
称
し
、
が
ん
に

特
化
し
た
高
度
専
門
医
療
を
主
に
県
民
に
提
供

す
る
施
設
と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
診
療
科
目
の
拡
大
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・

無
菌
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
整
備
等
、
病
院
機
能

を
漸
次
高
め
、
２
０
０
７
年
に
は
都
道
府
県
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
る
に
至

り
、
現
在
、
県
に
30
あ
る
が
ん
拠
点
病
院
の
リ
ー

ダ
ー
的
施
設
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
名
称
変
更
を
機
に
臨
床
研
究
所
を

付
設
し
、
臨
床
部
門
お
よ
び
他
の
医
療
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
が
ん
の
基
礎

研
究
や
診
断
・
治
療
法
の
開
発
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
も
当
セ
ン
タ
ー
の
特
長
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

―
―
13
年
11
月
に
新
築
移
転
し
、
が
ん
専
門
病

院
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
高
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
は
、
現
在
、
が
ん
の
発
生
率
が
全

入
は
、
も
と
も
と
は
神
奈
川
県
が
が
ん
対
策
基

本
法
に
基
づ
き
05
年
に
策
定
し
た
「
が
ん
へ
の

挑
戦
・
10
ヵ
年
戦
略
」
の
中
の
取
り
組
み
と
し

て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
地
方

独
立
行
政
法
人
化
や
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

当
初
の
予
定
よ
り
や
や
遅
れ
た
も
の
の
、
計
画

か
ら
10
年
を
経
て
セ
ン
タ
ー
建
物
の
横
に
重
粒

子
線
治
療
施
設
が
完
成
し
15
年
12
月
、
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

臨
床
の
視
点
か
ら
は
、「
照
射
精
度
や
が
ん
細

胞
の
破
壊
力
に
優
れ
る
最
先
端
が
ん
治
療
の
提

供
、が
ん
治
療
の
選
択
肢
の
拡
大
」が
主
な
導
入

目
的
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
国
内
５
番
目
か
つ
最
新
の
導
入
例
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
点
に
優
位
性
が
あ
り
ま
す
か
。

　

私
自
身
は
、「
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
世
界
初
の
装

置
導
入
例
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
病
院
の
敷
地

内
に
併
設
さ
れ
た
設
置
事
例
で
あ
る
こ
と
」
が

最
も
重
要
で
あ
り
、
か
つ
優
位
性
と
な
る
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
の
１
つ
と
し
て
、「
よ
り
患
者
さ
ん

国
平
均
よ
り
も
若
干
低
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
化
が
今
後
さ
ら
に
進
む
に
つ
れ
て
、

全
国
平
均
を
上
回
る
速
度
で
患
者
数
が
増
え
て

い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
新
築

移
転
の
主
な
狙
い
は
、
が
ん
三
大
療
法
の
提
供

体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な

地
域
特
性
の
変
化
に
幅
広
く
、
か
つ
柔
軟
に
対

応
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

病
院
再
整
備
の
概
要
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
手
術
室
を
従
来
の
６
室
か
ら
12
室
に
、
化

学
療
法
に
関
し
て
は
治
療
が
外
来
に
移
行
す
る

傾
向
を
鑑
み
て
、
外
来
化
学
療
法
室
を
24
床
か

ら
50
床
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拡
充
し
ま
し
た
。
放
射

線
治
療
に
関
し
て
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
台
数
を

従
来
の
２
台
か
ら
４
台
へ
、
診
断
部
門
は
Ｃ
Ｔ

を
２
台
か
ら
３
台
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
１
台
か
ら
２
台

へ
増
設
し
て
い
ま
す
。

　

移
転
の
翌
年
に
は
「
が
ん
ワ
ク
チ
ン
セ
ン

タ
ー
」、
お
よ
び
「
漢
方
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
16
年
に
は
、
抗
が
ん

剤
治
療
の
副
作
用
が
容
貌
に
生
じ
た
患
者
さ
ん

が
そ
の
悩
み
を
相
談
す
る
場
と
し
て
「
ア
ピ
ア

ラ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
も
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
の
一
環

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

―
―
看
板
施
設
と
も
い
え
る
重
粒
子
線
治
療
施

設
開
設
の
経
緯
と
目
的
を
伺
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
へ
の
重
粒
子
線
治
療
装
置
の
導

の
症
状
に
適
し
た
が
ん
治
療
を
院
内
で
完
結
で

き
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
重
粒
子
線
治

療
を
希
望
し
て
紹
介
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
全
症

例
が
、
重
粒
子
線
の
適
応
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

適
応
外
の
場
合
、
研
究
所
併
設
や
単
独
施
設
で

あ
れ
ば
他
院
で
治
療
を
受
け
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
隣
接
す
る
病
院
の

治
療
部
門
で
が
ん
専
門
医
の
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、「
診
療
科
の
医
師
と

重
粒
子
線
担
当
の
医
師
に
よ
る
合
同
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
が
即
座
か
つ
容
易
に
行
え
る
こ
と
」、「
治

療
後
の
再
発
や
副
作
用
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
、

同
一
敷
地
内
の
病
院
で
担
え
る
こ
と
」
も
、
専

門
病
院
併
設
の
利
点
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
装
置
に
は
放
医
研
が

開
発
し
た
最
新
照
射
法
で
あ
る
「
高
速
３
次
元

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照
射
法
」
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
点
が
技
術
面
で
の
優
位
性
と
な
り
ま
す
。

実
際
、
同
照
射
法
に
よ
り
、
治
療
対
象
部
位
の

拡
大
や
放
射
性
廃
棄
物
の
大
幅
低
減
な
ど
の
利

点
を
享
受
で
き
て
い
ま
す
。

―
―
重
粒
子
線
治
療
装
置
の
稼
働
に
よ
り
、
患

者
数
や
疾
患
の
傾
向
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

患
者
数
は
装
置
導
入
以
前
か
ら
外
来
を
中
心

神奈川におけるがん治療の中核的施設に
最先端の重粒子治療装置が導入されて、
意欲的かつ総合的ながん診療体制が整う
神奈川県のがん診療の総本山たる神奈川県立がんセンターが、新築・移転したのは2013 年11月であった。
一般的な治療だけでなく、漢方サポートセンターやがんワクチンセンター他、独自の取り組みで注目を集める。
そして2015 年12月、がん専門病院の併設例としては世界初となる重粒子線治療センター「i-ROCK」を開設。
それ以来、多くのがん患者に重粒子線治療を行い、地域のがん治療体制のレベルアップに大きく貢献してきている。
そして今、診療報酬改定で同治療法の適用範囲が拡大されたことを受け、さらなる進展が期待されている。
県立がんセンターの大川病院長と辻井重粒子線治療センター長に、現況と課題、そして今後の展望について聞いた。

1983 年横浜市立大学医学部卒。1987 年横浜市立
大学医学部付属病院第 3 内科 常勤特別職、同年
藤沢市民病院 消化器内科。1989 年神奈川県立が
んセンター内科2科（肝胆膵内科）医師、1992年同医
長、2002年同部長。2013年同センター副院長、2016
年より現職

大川伸一（おおかわ・しんいち）氏

神奈川県立がんセンター

神奈川県立がんセンター外観。地上 7 階、地下
1 階、延べ床面積約 51,000 ㎡の同センター病院
棟は、安全性・持続性に優れる免震構造を持ち、
地上高層部を近隣住宅地への日影の影響をでき
る限り抑える凸型の形状としている

神奈川県
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神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

神
奈
川
県
の
が
ん
診
療
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
べ
く
新
築
移
転

診
療
だ
け
で
な
く
、
治
療
法
の
開
発
な
ど
の
研
究
に
も
注
力
す
る

神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

病
院
長

大
川
伸
一
氏
に
聞
く
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に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
１
日
平
均
患
者
数
は
16

年
度
に
１
０
０
０
人
の
大
台
を
超
え
ま
し
た
。

な
お
、
同
年
度
の
外
来
化
学
療
法
件
数
は

１
万
８
６
１
９
件
で
、
こ
ち
ら
も
年
々
増
え
続

け
て
い
ま
す
。

　

疾
患
の
傾
向
は
導
入
後
、
若
干
変
化
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
治
療
症
例
は
臓
器
別
で
み
る
と

前
立
腺
が
ん
が
７
割
以
上
で
圧
倒
的
に
多
く
、

次
い
で
骨
軟
部
腫
瘍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
腫

瘍
は
国
内
で
は
症
例
数
が
少
な
い
の
で
す
が
、

一
般
病
院
で
は
治
療
が
難
し
い
こ
と
に
加
え
、

16
年
４
月
か
ら
重
粒
子
線
治
療
が
保
険
適
用
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
患
者
紹

介
が
増
え
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、

頭
頸
部
腫
瘍
、
肝
臓
、
膵
臓
、
肺
の
各
が
ん
が

横
並
び
で
続
く
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

―
―
病
院
長
と
し
て
の
重
粒
子
線
治
療
に
対
す

る
評
価
、
今
後
の
展
開
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

重
粒
子
線
治
療
装
置
を
持
っ
た
こ
と
で
当
セ

ン
タ
ー
を
知
っ
た
り
、
ア
ク
セ
ス
し
た
り
す
る

患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、「
稼
働
か
ら
２

年
半
近
く
が
経
過
し
な
が
ら
、
周
辺
の
医
療
機

関
に
重
粒
子
線
治
療
の
意
義
や
利
点
が
浸
透
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
」
と
い
う
の
が
実
感
で

す
ね
。
実
は
院
内
で
す
ら
、
重
粒
子
線
の
名
称

は
知
っ
て
い
て
も
、
概
要
ま
で
は
知
ら
な
い
ス

タ
ッ
フ
が
い
る
こ
と
も
確
か
な
の
で
す
。
こ
れ

は
換
言
す
れ
ば
、
重
粒
子
線
の
広
報
活
動
が
ま

だ
ま
だ
足
り
な
い
こ
と
の
証
で
あ
り
、
今
後
は

院
内
外
へ
の
情
報
発
信
の
強
化
が
不
可
欠
と
考

え
ま
す
。

　

経
営
の
観
点
か
ら
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
よ

さ
を
活
か
し
た
将
来
的
な
患
者
誘
致
を
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
羽
田
空
港
に
近
い
こ

と
か
ら
、
中
国
の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
非

常
に
多
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
患
者
の

治
療
に
は
、
帰
国
後
の
経
過
観
察
な
ど
課
題
が

山
積
し
て
い
る
の
は
確
か
で
す
が
、
経
営
安
定

の
恒
久
化
の
た
め
に
も
、
可
能
な
限
り
早
期
の

海
外
誘
致
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
病
院
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
が
ん
専
門
病
院
は
、
本
来
の
使

命
で
あ
る
が
ん
の
先
進
的
な
治
療
体
制
に
加
え
、

他
領
域
の
高
度
医
療
に
も
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、

20
年
後
に
生
き
残
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

が
ん
治
療
は
今
後
、
患
者
の
高
齢
化
に
よ
り

さ
ら
に
困
難
を
極
め
る
の
は
確
実
で
あ
り
、
例

え
ば
周
術
期
の
不
安
定
な
時
期
の
心
臓
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
が
よ
り
重
要
度
を
増
す
の
は
自
明
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
86
年
に

循
環
器
部
門
を
切
り
離
し
た
こ
と
か
ら
同
分
野

に
弱
い
状
況
下
に
あ
り
、
こ
の
課
題
に
速
や
か

に
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
は
い
え
、
同
部
門
の
機
能
新
設
は
物
理
的
に

難
し
い
が
ゆ
え
、
例
え
ば
グ
ル
ー
プ
施
設
で
も

あ
る
循
環
器
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を

強
化
す
る
形
で
手
薄
な
分
野
を
補
完
し
、
が
ん

治
療
の
未
来
に
備
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

神 奈 川 県 立 が んセンター  重 粒 子 線 治 療 装 置
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神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

最
新
・
最
先
端
の
重
粒
子
線
治
療
装
置
が
稼
働
す
る
中
、

保
険
適
用
拡
大
を
追
い
風
に
治
療
実
績
増
を
目
指
す

神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
　
重
粒
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）  

放
射
線
治
療
科
部
長

辻
井
博
彦
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

　

粒
子
線
治
療
の
パ
イ
オ
ニ
ア
の
１
人
で
あ
り
、

２
０
１
６
年
か
ら
重
粒
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
長

に
就
任
し
た
辻
井
博
彦
氏
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の

診
療
の
現
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　

神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
前
述
の
と

お
り
、15
年
12
月
か
ら
重
粒
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー

で
重
粒
子
線
治
療
を
行
っ
て
い
る
。
18
年
１
月

末
時
点
で
３
６
１
名
の
患
者
に
対
す
る
同
治
療

の
実
績
が
あ
る
。
16
年
よ
り
同
治
療
セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
、
放
射
線
治
療
科
部
長
を
兼
務
す
る

辻
井
博
彦
氏
は
、
同
治
療
セ
ン
タ
ー
の
現
況
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
陣
容
と
し
て
は
、
放
射
線
治
療
科
に
は
常
勤
の

放
射
線
治
療
医
が
４
名
、
診
療
放
射
線
技
師
が

20
名
以
上
と
い
う
充
実
し
た
体
制
で
す
。
当
科

は
従
前
よ
り
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
４
台
に
加
え
、
小

線
源
治
療
装
置
、
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
、

治
療
の
位
置
決
め
専
用
Ｃ
Ｔ
な
ど
、
放
射
線
治

療
に
関
す
る
最
先
端
の
装
置
を
揃
え
て
積
極
的

に
放
射
線
治
療
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
最

も
多
い
時
期
で
年
間
１
２
０
０
人
以
上
の
治
療

実
績
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
15
年
か
ら
は
重
粒

子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
治

療
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
」

　

重
粒
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、
建
屋
の
大

半
を
占
め
る
直
径
20
ｍ
の
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
加
速
器
に
よ
り
、
炭
素

イ
オ
ン
を
光
速
の
70
％
ま
で
加
速
さ
せ
て
ビ
ー

ム
を
各
治
療
室
に
送
り
、
が
ん
病
巣
に
照
射
、

治
療
を
行
う
。

　

同
施
設
の
重
粒
子
線
治
療
装
置
の
特
徴
に
つ

1943 年北海道生まれ。1968 年北海道大学医学
部卒。1869 年国立札幌病院放射線科勤務、
1972 年ニューヨーク市 St Vincent Hospitalレジ
デント、1974 年北海道大学医学部放射線科講
師、1989 年筑波大学臨床医学系教授・陽子線
医学利用研究センター長。1994 年放射線医学
総合研究所・重粒子治療センター病院長。2008
年同理事、2016 年から地方独立行政法人神奈
川県立病院機構神奈川県立がんセンター重粒子
線治療センター長、現在に至る

辻井博彦（つじい・ひろひこ）氏

い
て
、
辻
井
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
現
在
、
国
内
で
稼
働
し
て
い
る
重
粒
子
線
治
療

施
設
は
５
ヵ
所
あ
り
ま
す
が
、
当
施
設
の
治
療

装
置
の
特
徴
は
、
最
新
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
法
に

よ
る
照
射
を
実
施
し
て
い
る
点
で
す
。
こ
れ
は
、

細
い
重
粒
子
線
ビ
ー
ム
を
高
速
に
動
か
し
、
３

次
元
的
に
が
ん
病
巣
を
塗
り
つ
ぶ
す
よ
う
に
照

射
す
る
高
精
度
な
照
射
法
で
す
が
、
こ
れ
に
よ

り
複
雑
な
形
状
を
し
た
が
ん
病
巣
に
も
特
異
的

に
照
射
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
平
お
よ
び
垂
直
の
２
方
向
か
ら
照

射
可
能
な
照
射
室
を
２
部
屋
、
水
平
照
射
用
の

照
射
室
を
２
部
屋
、
合
計
４
部
屋
を
開
設
時
に

設
け
て
お
り
、
将
来
的
に
は
多
く
の
治
療
患
者

に
対
応
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
点
も
特
徴
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

加
え
て
、
治
療
室
内
に
は
Ｃ
Ｔ
を
設
置
し
て

お
り
、
治
療
計
画
に
即
し
た
正
確
な
照
射
が
実

際
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
腹
部
や
肝
臓
、

肺
、骨
盤
、膵
臓
な
ど
、動
く
臓
器
へ
の
照
射
は
、

再
現
性
が
保
た
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
の
が

重
要
で
す
の
で
、
同
室
Ｃ
Ｔ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
は
、
高
精
度
な
重
粒
子
線
治
療
の
実
施
に

お
い
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
」

　

神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
リ
ニ
ア
ッ

ク
も
４
台
有
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
Ｓ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の

高
精
度
放
射
線
治
療
も
実
施
し
て
い
る
。
Ｘ
線

ビ
ー
ム
に
よ
る
放
射
線
治
療
と
重
粒
子
線
治
療

の
使
い
分
け
お
よ
び
適
応
に
つ
い
て
、
辻
井
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
重
粒
子
線
治
療
が
有
効
な
適
応
と
し
て
は
、
が

ん
病
巣
が
手
術
で
き
な
い
く
ら
い
に
大
き
く
な

り
、
か
つ
転
移
せ
ず
に
局
所
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
患
者
さ
ん
で
す
。

　

頭
頸
部
が
ん
で
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
放

射
線
治
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
扁
平

上
皮
が
ん
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
化
学
療
法
を
組
み

合
わ
せ
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
肉
腫
や
腺
が
ん
に
つ
い
て
は
、
重
粒
子
線
治

療
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

肺
が
ん
は
、
重
粒
子
の
場
合
、
早
期
が
ん
に

対
す
る
短
期
照
射
に
よ
る
治
療
が
中
心
で
す
。

こ
れ
は
、
照
射
回
数
が
２
～
４
回
と
少
な
く
て

済
み
、
副
作
用
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に

有
効
な
治
療
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

肝
臓
が
ん
に
も
重
粒
子
線
治
療
は
有
用
で
す
。

肝
臓
が
ん
患
者
は
、
肝
機
能
が
悪
い
こ
と
が
珍

し
く
な
く
、
結
果
、
全
身
状
態
も
良
好
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
早
期
に
発
見
し
た
が
ん
を
短

期
で
治
療
す
べ
き
で
あ
り
、
重
粒
子
線
は
そ
れ

に
適
し
た
治
療
法
で
す
。

　

膵
臓
が
ん
は
、
難
治
性
が
高
い
上
に
、
当
セ

外来化学療法室。旧施設の 24 床から増床し、
リクライニングチェアとベッド、あわせて 50 床を確
保。治療実績は年々増加傾向にあり、平成 28
年度で 18,000 件以上の実績を挙げている

重粒子線治療センターの診察室。電子カルテを中心とした
病院情報システムを活用して診療情報を共有し、各診療科
との高度な連携によるがん治療を推進している

加速器室内には、シンクロトロン（写真上）と
入射器／線形加速器を設置。従来装置に比
べて大幅に小型化された直径 20 ｍの円形加
速器で炭素イオンを光の速さの 70％まで加速、
体内のがん病巣に照射する

治療室は 4 室設置されており、全ての部屋に同室 CTも併せて設置。ロ
ボットアーム型治療台を用いた「患者位置決めシステム」を採用し、3 次
元スキャニング法による高精度な重粒子線治療を可能としている

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
法
に
よ
る
照
射
や

同
室
Ｃ
Ｔ
の
設
置
で
精
度
を
高
め
る

重
粒
子
線
治
療
装
置

組
織
の
状
態
や
進
行
状
況
に
応
じ

適
切
な
放
射
線
治
療
を
選
択
す
る

Ｘ
線
と
重
粒
子
線
の
使
い
分
け
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地方独立行政法人神奈川県立病院機構　神奈川県立がんセンター

（写真は重粒子線治療センター「i-ROCK」）

所在地：神奈川県横浜市旭区中尾 2 丁目 3 番 2 号
病床数：415 床
入院延患者数：124,850 人
外来延患者数：233,648 人

（平成 28 年度病院統計より）

神奈川県立がんセンターは 2013 年 11月に現
在の地に移転。都道府県がん診療連携拠点病
院として県内のがん診療の中心的な役割を担っ
ているほか、新たな治療法の開発のための治験、
他施設と共同で行う臨床試験、各診療科が院内
の臨床研究所と共同で行う研究などを数多く
行っている。同センターは 2015 年 12 月、全
国で 5 ヵ所目となる重粒子線治療施設「i-ROCK

（アイロック：Ion-beam Radiation Oncology 
Center in Kanagawa）」を開設して治療を開始。
これまで、300 人以上の患者に重粒子線治療を
提供している

ン
タ
ー
で
も
症
例
が
ま
だ
少
な
い
が
ん
で
す
。

し
か
し
、
重
粒
子
線
治
療
を
実
施
す
れ
ば
、
２

年
生
存
率
が
20
～
30
％
か
ら
40
～
50
％
に
向
上

す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
放
医
研
で
得
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
重
粒
子
線
で
治
療
し
た
い
が

ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
加
え
て
、
Ｘ
線
が
効
き
に

く
い
骨
軟
部
腫
瘍
や
、
骨
盤
内
の
再
発
症
例
等

が
重
粒
子
線
治
療
の
適
応
と
言
え
ま
す
。

　

当
施
設
で
は
、
Ｘ
線
と
重
粒
子
線
の
両
治
療

法
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
前

立
腺
が
ん
な
ど
は
、
Ｘ
線
と
重
粒
子
線
で
は
、

低
リ
ス
ク
の
患
者
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
予
後
に
大

き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
重
粒
子

線
治
療
な
ら
治
療
期
間
が
短
く
て
済
み
、
副
作

用
も
少
な
い
で
す
が
、
そ
の
分
治
療
費
は
か
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
高
リ
ス
ク
の
患
者
さ
ん
で

あ
れ
ば
、
重
粒
子
線
治
療
の
方
が
予
後
は
良
い

と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
患
者
さ
ん
に
示
し
、

事
実
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
最
終
的
に
は
患

者
さ
ん
本
人
に
治
療
法
を
選
択
し
て
も
ら
え
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｘ
線
と
重
粒

子
線
に
よ
る
両
放
射
線
治
療
は
、
組
織
の
状
態

や
腫
瘍
の
進
行
状
況
、
発
生
場
所
等
に
よ
っ
て
、

治
療
対
象
と
な
る
患
者
さ
ん
の
切
り
分
け
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

重
粒
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
し
て
、

放
射
線
科
以
外
の
が
ん
専
門
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

の
連
携
が
容
易
な
点
を
辻
井
氏
は
強
調
す
る
。

「
当
治
療
セ
ン
タ
ー
は
、
が
ん
専
門
病
院
に
隣
接

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
領
域
の
臨
床
医
と
の

距
離
は
ま
さ
に
至
近
で
あ
り
、
が
ん
セ
ン
タ
ー

な
ら
で
は
の
総
合
的
な
が
ん
治
療
が
可
能
な
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
は
キ
ャ

ン
サ
ー
ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
適
正

な
治
療
方
針
を
決
め
ら
れ
る
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
以
外
で
も
、

運
営
会
議
等
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
間
の
連
携
は
図

れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患

を
対
象
と
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織

し
、
さ
ら
に
重
粒
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
に
患
者

さ
ん
を
送
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
」

　

18
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
、
重
粒

子
線
治
療
の
保
険
適
用
範
囲
が
拡
充
さ
れ
、
前

立
腺
が
ん
や
頭
頸
部
の
が
ん
の
一
部
へ
の
治
療

も
可
能
と
な
っ
た
が
、
今
回
の
改
定
の
影
響
に

つ
い
て
、
辻
井
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
重
粒
子
線
治
療
の
適

用
が
拡
大
さ
れ
た
も
の
の
、
診
療
報
酬
の
点
数

が
期
待
よ
り
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

喜
び
半
分
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
今
後
の
対
応

と
し
て
は
、
で
き
る
限
り
治
療
件
数
を
多
く
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
患
者
数
を
増
や
す
と
い
う
点
で
は
、

Ｘ
線
や
陽
子
線
に
比
べ
、
重
粒
子
線
治
療
の
持

つ
短
期
治
療
が
得
意
な
点
が
役
に
立
つ
と
考
え

て
い
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
の
治
療
で
は
、
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ
や
陽
子
線
で
は
30
～
40
回
程
度
の
照
射
が

必
要
で
す
が
、
重
粒
子
線
な
ら
12
回
程
度
で
済

み
ま
す
。
肝
臓
が
ん
で
は
、
Ｘ
線
や
陽
子
線
で

は
一
般
的
に
は
20
～
30
回
程
度
、
短
く
て
も
10

回
は
照
射
が
必
要
で
す
が
、
重
粒
子
線
で
は
４

回
、
短
い
と
２
回
で
治
療
が
終
了
し
ま
す
。

　

同
じ
放
射
線
治
療
装
置
を
使
っ
て
も
、
よ
り

多
く
の
患
者
さ
ん
に
対
応
で
き
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
患
者
さ
ん
に
重
粒
子
線
治
療

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
重
粒
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
の
展
望
に

つ
い
て
、
辻
井
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
重
粒
子
線
治
療
を
開
始
し
て
２
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
臨
床
医
が
当
施
設
に
患
者
さ
ん
を
紹

介
し
て
、
そ
の
治
療
効
果
を
目
の
当
た
り
に
す

る
に
は
、
ま
だ
日
が
浅
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
当
面
は
現
状
の
体
制
を
維
持
し
て

治
療
件
数
を
増
や
し
、
装
置
の
稼
働
率
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
重
粒
子
線
治
療
と
い
う
よ
り
、

放
射
線
治
療
そ
の
も
の
を
受
療
す
る
患
者
さ
ん

が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
一
方
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
提
示
す
る

と
、
治
療
期
間
が
短
く
、
か
つ
働
き
な
が
ら
治

療
が
で
き
る
と
い
う
点
を
評
価
し
て
重
粒
子
線

治
療
を
選
択
す
る
患
者
さ
ん
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
重
粒
子
線
治
療
を
受
け
た
い
患
者
さ
ん

は
潜
在
的
に
ま
だ
ま
だ
大
勢
い
る
は
ず
で
す
の

で
、
今
後
は
一
般
の
診
療
科
の
医
師
に
重
粒
子

線
治
療
の
有
用
性
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

患
者
数
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
当
施
設
の
装
置
を

十
分
に
使
い
こ
な
せ
る
だ
け
の
人
材
を
確
保
す

る
こ
と
が
先
決
で
す
。
ま
ず
は
、
現
在
い
る
常

勤
医
４
名
で
可
能
な
限
り
の
治
療
実
績
を
上
げ
、

さ
ら
な
る
人
材
確
保
と
患
者
数
増
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

重粒子線治療センター受付。同センターは地下１階で
放射線治療科と隣接しており、それぞれのがん患者
に適した放射線治療（Ｘ線治療、重粒子線治療）を
提供している

が
ん
セ
ン
タ
ー
本
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携

最
適
な
が
ん
治
療
体
制
を
提
供
す
る

臨
床
医
と
の
連
携

重
粒
子
線
治
療
の
適
用
範
囲
が
拡
大

同
治
療
法
を
利
用
す
る
患
者
増
に
期
待

平
成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定

重
粒
子
線
の
有
用
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

患
者
数
増
と
人
的
陣
容
の
充
実
化
を
図
る

重
粒
子
線
治
療
の
未
来
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